
 

第 1２６９回 例会  Ｎｏ．１０   令和６年１０月３日 (木) 

例会変更「芸術の秋家族例会」 

於 ：愛知県芸術劇場コンサートホール 18:45～ 

■ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ゙   

■出席報告 会員４６名中１２名出席 

■出席率 

■ゲスト 

 

３１．５８％   出席計算人数３８名 

会員ご家族ご友人  ３名 
 

 

報告              親睦活動委員長 小野素尊 

 10月3日（木）18時45分より、愛知室内オーケストラ

第 80 回定期演奏会のひとときを、秋の芸術鑑賞会として

お楽しみいただきました。演目は地元で活躍される作曲家

による現代音楽と、バッハの古典音楽という一夜で現代と

古典を体感できる素晴らしいものでした。当日はあいにく

のお天気でしたが、お集まりいただきました皆様には深く

感謝申し上げます。 

 

【プログラム】 

ロクリアン正岡：ロクリアン交響曲 

「”７”の神通力」―全音階７音によるー 

土屋 雄： 仮想の楽園 ～管弦楽のための～ 

水野みか子：ピアノと管弦楽のための「波の交替」 

バッハ：  管弦楽組曲第2番 

バッハ：  管弦楽組曲第3番 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1２６８回 例会  Ｎｏ．９   令和６年９月２６日 (木) 

■ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ゙  「それでこそロータリー」 

■出席報告 会員４３名中２２名出席 

■出席率 

■ゲスト 

 

 

■スピーカー 

 

４７．６２％   出席計算人数４２名 

地区RYLA 委員長 大谷忠幸さん 

   〃    委員 大橋省吾さん 

武山さんゲスト   塚本紀男 様 

杉江広成さん 

 

会長挨拶                      加藤  豊 

みなさん、こんにちは。 

久しぶりにクレストンホテルでの通常

例会です。この間、夜間例会等がありま

したので、一部メンバーの方とは何回も

顔を合わせていたのですが、その他の皆

さんのお顔を拝見するのは、ずいぶん久

しぶりのような気がします。 

本日は、ライラ卓話で地区委員会の大谷忠幸さんと大橋省

吾さんにおいでいただいております。大谷さん大橋さん、

何卒よろしくお願いいたします。会歴の短い会員の皆さん

のために、簡単にライラについてご説明いたしますと、ラ

イラとは、ロータリー青少年指導者育成プログラムのこと

です（Rotary Youth Leadership Awards）。14歳から30歳

までの青少年を対象に、コミュニケーションや問題解決の

スキルを磨いたり、リーダーシップを学んだりするために、

様々なイベントを企画しています。本日はそういった若者

の可能性を広げる企画等についてお話を聞かせていただ

けると思います。 

さて、今週の月曜日、田中幹事が企画してくれました補助

金事業「いのちの授業」が行われました。参加児童は小学

生16名、当クラブからは岩田さん、今村さん、松尾さんが

お手伝いに来ていただいて、おかげさまで滞りなく盛況の

うちに終了いたしました。今回の企画は豊田市のはずれ、

北小田町と言うところでハンターをしておられる、山里カ

フェMuiのオーナー、清水潤子さんという方が当クラブの

外部卓話に来ていただいたことがきっかけです。 

イノシシやシカなど農作物に被害をもたらす害獣駆除の

ためのハンティングをしておられますが、動物の命を奪う

のだから、それを役立てようと、ジビエの食材にしてカフ

ェで提供しておられます。今回はまず子供たちを集めて、

座学の授業を行い、その後お昼ご飯でジビエのバーベキュ



ーを楽しんでもらい、最後にシカの解体を体験してもらう

という体験型の授業を行いました。 

久しぶりに清水さんの授業を受けましたが、おもしろかっ

たのは、おいしい野生動物ランキングで1位はなんとアラ

イグマでした。アライグマは見た目も可愛らしく、カルピ

ス劇場のラスカルが有名ですが、実は人間には全く慣れな

い生き物らしく、飼い主がてこずって山に捨ててしまうこ

とから、山里にもかなりの数がいるようです。授業のスラ

イドでは罠にかかったアライグマが登場しましたが、写真

に写っていたアライグマは、この後スタッフの皆さんが美

味しくいただいたそうです。ランキングにはこのほかカラ

スやハクビシンといった動物が登場して、カラスはレバー

に似た味、ハクビシンは砂肝に似た味とのことで、みなさ

んも山里カフェMuiにお越しの際には、ぜひ一度試してみ

てください。 

あと、山里カフェMuiの周辺では、熊の目撃情報が増えて

きているそうで、この調子で行くと名古屋でもそのうち守

山区あたりに出没するのではないかと心配です。シカの解

体では、半数の子供たちは怖がって家の中に引っ込んでし

まいましたが、高学年の男子児童を中心に約半数が参加し

てくれました。最初のカワハギは大人が行いましたが、そ

の後の解体は子供たちを中心に行い、シカがどんどん解体

されて、スーパーマーケットで売っているようなシカ肉へ

変わっていく様子を見学することができました。解体後の

シカ肉の処理について伺ったところ、今回のような常温で

複数の子供たちが触った肉はもはや商品としては使えな

いそうで、大釜で煮て清水さんの飼い犬の餌になるそうで

す。結構大きなシカでしたが、犬は三日間で食べてしまう

そうで、犬も結構グルメな生活を送っているようです。た

だ毎日そんな食生活を送っているせいでしょうか。たまに

カリカリ餌をあげると大喜びするそうです。 

田中さんがいろいろ骨を折ってくれたおかげで、今回の企

画では中日新聞の方も取材に来てくれました。中日新聞の

方からは補助金事業とはどういうものか、どんな意図で持

ち上がった企画なのかなど質問されましたが、これからこ

の事業を続けていくのですかと聞かれてふと返答に窮し

ました。補助金事業は単年度事業ですし、再度補助金事業

を行うのか、同じ企画を続けられるのかどうかなどは、次

年度の事業計画で早めに決めていただく必要があります。

最後に10月10日例会後には、ガバナー補佐をお迎えして

のクラブアッセンブリがあります。各委員会の委員長の方

は出席がマストですので、ぜひご出席をお願いいたします。

それでは今日もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニコＢＯＸ 
地区RYLA 委員会 委員長 大谷忠幸様、委員 大橋省吾様 

本日ライラの卓話に訪問しました。宜しくお願いします。 

●本日は RYLA 卓話と会員卓話です。地区RYLA 委員

会より委員長 大谷忠幸様、委員 大橋省吾様にお越し

いただきました。会員卓話は杉江広成さんにお話しいた

だきます。宜しくお願い致します。 

田中幹事、杉江、森田、後藤、成田、山﨑彰子、水野、 

堀江亮介、川原、古川、長谷川（敬称略） 

藤田ガバナー補佐 西名古屋分区ガバナー補佐訪問は

14 クラブのうち 7 クラブ終わりました。 

加藤会長 補助金事業お疲れさまでした。 

岩田さん 本日発売の「東海財界」に記事が載りました。

ご一読ください。 

武山さん 本日は八事ひばりヶ丘にある吉野寿司の 

塚本さんに来ていただきました。 

●委員長就任祝い  古川さん 

本日合計 ５１，０００ 円 

 

幹事報告                      田中 如以 

本日、理事会が行われましたので、まずはそちらの報告で

す。希望の風奨学金の支援金についてお 1 人 1000 円ずつ

集めますのでよろしくお願いいたします。名古屋市教育委

員会「なごやっ子読書イベント」の協賛金3万円を社会奉

仕委員会より拠出いたします。よろしくお願いいたします。 

続いて年会費値上げの件でございます。いろいろ努力をし、

節約もしている中ではございますけれども、結果から申し

上げますと、年間で 4 万円の値上げと決定いたしました。

また年次総会にて皆様方にご承認いただきたく思ってお

ります。よろしくお願いいたします。 

10 月 10 日は、ガバナー補佐訪問です。ぜひ皆さんご出席

をお願いいたします。ガバナー補佐訪問の例会の後、アッ

センブリーがございます。出席義務該当の方は必ずご出席

をお願いいたします。どうしても出席できないという方に

つきましては、代理の方をお立てください。 

10 月 25 日金曜日は、ガバナー公式訪問で名古屋みなとロ

ータリークラブとの合同例会になります。場所はマリオッ

トアソシアホテルですので、こちらもお間違えないように

是非多数の方のご出席をお願いいたします。 

先日行われました「いのちの授業」についてです。たくさ

んの子供たちに参加していただきまして、写真は座学の様

子です。 

実はいろんな質問があ

っても、積極的に手を

挙げて子供たちがもう

本当に目をキラキラと

輝かせて参加してくだ

さいました。 

フィールドバックを行いまし

て、実は今この子たちが覗いて

いるところにはイモリが水の

中に 3 匹いるかみたいなんで

すけれども、バスを降りてから

こちらの会場になっている古

今後の例会予定 

10 月10 日（木）ガバナー補佐訪問 

※ 10 月17 日（木）休 会 10/14「スポーツの日」 

10 月25 日（金）例会変更「ガバナー公式訪問」（みなと合同） 

※ 11 月7 日（木）休 会 11/3「文化の日」 

11 月14 日（木）「財団月間卓話」 

※ 11 月21 日（木）休 会 11/23「勤労感謝の日」 

11 月28 日（木）例会変更「Make a Wish 支援夜間例会」 

12 月5 日（木）「年次総会」 



民家まで 10 分ぐらい歩く

間に、鹿の足跡とか、そう

いったのを見つけるたび

にものすごく興奮してい

ました。 

そしてお昼ご飯はバーベ

キューです。 

また細かくお話できる時

があるかと思いますが、とりあえずお写真でご紹介いたし

ました。 

ありがとうございました。 

RYLA 委員会卓話 

地区RYLA委員長 大谷 忠幸 

皆様改めましてこんにちは。加藤会長を

始めとする、名古屋丸の内ロータリーク

ラブの皆様方には、本日お声掛けをいた

だきまして誠にありがとうございます。 

短い時間ではありますが、簡単にライラ

セミナーのご説明と、ライラ委員会の役

割を皆様にお話しさせていただきたいと思います。 

それでは、ライラ委員会の委員の大橋君より、皆様にお伝

えしたいと思います。よろしくお願いします。 

   地区RYLA委員 大橋 省吾 

皆さんこんにちは。私は春日井ロータリークラブから出向

させていただいておりま

す、大橋省吾と申します。 

RYLAとは何か 

リーダーシップを発揮し

たい、自分の可能性を広

げたい、世界を変えた

い・・・・ 

14 歳～30 歳の若い世代を対象とした短期集中型のリーダ

ーシップ育成プログラムで、受講生が新しいスキルを学び

ながら、地域社会と関わり、個人的・職業的に成長できる

機会です。 

RYLAプログラムの目的は3つ挙げられます。 

若者のリーダーシップスキルを磨き、地域に貢献している

若者を表彰すること。 

若者の心に生涯にわたる奉仕の精神を育み、ロータリーを

通じた奉仕の機会へと導くこと。 

若者のリーダーシップ育成を支援することにより、ロータ

リーの青少年奉仕を実践すること。 

要は若者にリーダーシップ研修を通して奉仕の心を育ま

せるということです。 

RYLAでできること 

地元で活躍する人や豊かな経験を持つ人たちと一緒にコ

ミュニケーションや問題解決のスキルを磨くことが出来

ると共に、学校や地元地域で活躍できるリーダーとなる方

法を発見することができます。 

また、地元を動かすリーダーによる指導、意欲を高める講

演、仲間との交流を通じた学び、自分の可能性を発見し行

動へとつなげること、そして楽しみながら生涯続く友情を

培うことができます。このRYLAのプログラムはRI提唱の

プログラムなので、ここまでお話しした内容は世界共通の

コンセプトとなります。 

RYLA委員会の役割ですが、ここからは、第2760地区のRYLA

という部分が大きくなっています。 

結論から申しますと「若い人々が考える環境を提供するこ

と」であります。RYLA委員会メンバーはカウンセラーとし

てヤングカウンセラーと共にセミナーを進めますが、受講

生に対して決して私たちの考えを押し付けたり、結論を導

き出すことはしません。受講生自身が答えを見付けること

がこのセミナーの素晴らしさでもあります。 

では我々、ロータリアンは何ができるのでしょうか。 

それは「何ものをも求めず、ひたすら未来のために種を蒔

くこと」であります。RYLAセミナーで蒔いた種が若者たち

の心に、いつか芽生えるかもしれない。我々は例え芽が出

なくても、結果を求めず、ただひたすらに種を蒔き続け、

そして未来に夢を託すことが大切だと思っております。 

それではここでRYLA学友会をご紹介いたします。 

RYLA 学友会とは RYLA セミナーを受講した 15 歳～40 歳の

学生、社会人からなる組織です。今年から、高校生にも参

加の門戸を広げていて、早速数名の高校生の学友が誕生し

ました。インターアクト経験者現役メンバー、ローターア

クター、青少年交換経験者、米山奨学生のメンバーも在籍

し、ロータリアンとしても活動していたメンバーもいます。 

彼らは組織の活動目的、方針、予算を定め、RYLAセミナー

だけでなく地区大会をはじめロータリーにおける青少年

奉仕の様々な事業に出席しております。 

他地区と比較しても 2760 地区の学友会の積極的な取り組

みは高い評価を受けているようで、我々がセミナーを開催

するにあたり、学友会の皆様のことは、大切な頼もしいパ

ートナーであると心から思っております。 

私の考えるRYLA委員会の役割 

これは受講生、RYLA学友に向けてです。 

RYLAセミナーに受講生として参加する、RYLA学友として、

企画・設営・運営に携わるという中で、まず一つ目、 

「価値観の多様性、視野を広げることの大切さを伝える」 

自分の思いと他者の思い、一緒に一つの目的を定めて形に

して実践するにはコミュニケーションは大事です。何かを

成しうるためのコミュニケーション、即ちリーダーシップ。

この視点で考える癖を若いうちから習慣づけていくこと

が将来の財産になると私は信じています。二つ目、「大人と

して扱い決断と行動には責任が伴うことを教える」 

何かを成し得るためには信頼関係は大事です。その気付き

を得て頂くために結果としてリーダーシップ研修の場で

は大人として扱うこととなります。三つ目、「あきらめない

心の大切さを伝える」 

何かを成しうるために必要なもの、最終的には根性とか思

いの強さなのかもしれないです。 

そして四つ目、「未来のロータリアンを育てる」 

セミナー修了生や RYLA 学友が近江商人のいう三方良しと

か、4 つのテストとか、高潔な心を持って、関わる人が幸

せとなるような人物になり、周囲に幸福を与える会社を作

り、未来のロータリアンとなってくれれば、これほどうれ

しいことは無いと思っています。 

本年度開催を致します第33回地区RYLAセミナーは昨年同

様、２回に分けておこないます。 

まずはセミナー１を3月15日にフルオンラインにて開催、 

そしてセミナー２を3 月29日～30 日に豊田市福祉センタ



ーにて行います。 

今回のテーマは「持続可能な未来のために」です。 

今年は、セミナー２で実践的な成果物をチームで作り上げ

るという体験を受講生にして頂くことを重視しておりま

す。それに伴いセミナー１は、セミナー２に向けた準備と

いう色合いが強くなる内容となる予定です。 

基調講演に関しては、萩原喜之（はぎわらよしゆき）氏を

予定しております。様々な具体的な活動をされている方で

す。愛・地球博では県民参加のリーダーをされたとのこと

です。１１月になる前には募集を開始したいと考えており

ます。是非ともお子さん、お孫さん、会社の従業員さんな

ど、受講生のご推薦をお願いいたします。 

長々とお話しをさせて頂きましたが、今後とも地区RYLA委

員会をよろしくお願いいたします。 

ご清聴ありがとうございました。 

会員卓話 

「転 職」 

杉江 広成 

皆さんこんにちは。昨年入会しまして、今

回の2回目の卓話なります。どんなテーマ

にしようかと思って、今回は転職について

の考察をお話させていただきます。 

最近転職する方、すごく多くないですか？ 

私は時代とともに変わってきているよう

な気がしています。昭和時代では、転職なんてそう簡単に

するもんじゃない、一度入社したら全うすべきだ。これが

平成になると、チャンスがあるなら転職してもいいのでは

ないか。令和になると、どんどん転職して自分の価値を上

げるべきではないか。こういうふうにかなり文化が変わっ

てきているような感じがします。 

転職の多い理由として一番これだと思っているのは、テレ

ビのコマーシャル。実はこれ、08 年から22 年までデータ

をとってあるのですが、22年度、転職系コマーシャルは年

間5万7961回放映されています。1日に計算すると159回、

こういうのを見て、みんなやっぱり感化されるんですね。

特に今、ビズリーチが非常に好感度高いんです。78.0%、こ

れテレビで主にやってる会社の好感度なんですけど、非常

に高い。この辺りを全部私なりに分析したのですが、若者

の志の薄さと、若者の忍耐力のなさ、そこに過剰な転職サ

イトによる転職で成功できるんだっていう思い込みで転

職されてる方が非常に多いと思ってます。結果どうなって

いるかというと、以下の3パターンです。 

 
うちの会社の取り組みですが、こんな時代だからこそとい

うことで、逆にエージェント、いわゆる転職斡旋の会社に

受けの良い会社を目指そうと思いました。具体的に行った

のが、面接者を絶対に取るという趣旨で面接に臨むという

ことで、事前に面接者チェックします。応募書類はもう当

たり前ですけど、個人でのインスタとか Facebook などを

見る、そういうこともやっています。あと一次面接のとき

に、業者がやっている適性検査、これも行っています。そ

れから、面接者に絶対に入社したいと思わせるようにして

います。会社のビジョンや改正を説明して、何でも質問し

ていただいています。あとは雰囲気や会社情報が良好であ

ることを明確に伝えています。その後の二次面接、最終面

接は私も必ず参加していろいろお話させてもらっていま

す。その結果として、うちの中途採用募集の応募数全部の

データをまとめてもらったところ、東京の事務1名、静岡

営業1名、後物流2名、人事総務1名、中川の営業事務職

1 名ということで、合計6 名の応募に何名応募されている

と思いますか。普通だといいところ 50 人ぐらいだと思う

のですけど、実はびっくり 725 名の応募があったんです。

いやこれ、なんでこんなに来るのかなと思ったら、やっぱ

りエージェントなんです。エージェントさんってこの会社

どうのこうのって本当は言っちゃいけないらしいんです

けど、転職しようとしている人に、この会社はいい会社ら

しいよっていう話をどうやらしてくれているらしいです。 

 
実は合格率0.82%という、もう1%を下回る合格率になって

います。本当になんだろう、面接対処を一生懸命やるだけ

でこれだけ変わるんだなっていうのを、今回ちょっと自慢

も含めてお話させていただきました。 

エージェントに対し、いい格好しよう、たったこれだけの

ことです。会社が人を選ぶ時代から、今は人が会社を選ぶ

時代になっています。そんな時代だからこそ、人を選ぶこ

とができる会社でいたいという思いでやっています。 

この先も頑張っていきたいと思いますので、またいろいろ

とご教示いただけますよう、よろしくお願いいたします。 

以上です。 

第 4 回理事会議事録 

日 時 9月26日 12:00～ 

場 所 名古屋クレストンホテル例会場  

出席者 加藤、後藤、恵利、松尾、成田、藤田、森田、 

小野、田中、山﨑彰子（敬称略） 

議 題：  

１．希望の風奨学金 支援金について  

２．なごやっ子読書イベントの協賛金 30000円  

３．地区大会 登録者 追加の件   

４．地区補助金事業 報告   

５．年会費の件 

６．HPの件  

７．ガバナー補佐訪問 ガバナー公式訪問 参加への周知  


